
古
文
「
重
要
名
詞
・
時
の
古
語
」1

0
0

題
ド
リ
ル
　
解
答
編

無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
縦
書
き
・
印
刷
可
）

Q
1

．
答
え
：
早
朝
。

解
説
：
「
つ
と
め
て
」
は
『
早
朝
』
。
現
代
語
の
「
勤
め
て
（
努
力
し
て
）
」
と
は
無
関
係
。
冬
の
趣
と
し
て
『
早
朝
』
を
い
う
。

Q
2

．
答
え
：
翌
朝
。

解
説
：
前
夜
の
出
来
事
を
受
け
る
と
「
つ
と
め
て
」
は
『
（
そ
の
）
翌
朝
』
の
意
。
こ
こ
は
「
昨
夜
」
を
受
け
て
『
翌
朝
』
。

Q
3

．
答
え
：
夜
明
け
・
明
け
方
。

解
説
：
「
あ
け
ぼ
の
」
は
『
夜
が
明
け
て
ほ
の
ぼ
の
と
明
る
く
な
る
こ
ろ＝

夜
明
け
』
。
空
が
次
第
に
白
む
さ
ま
を
い
う
。

Q
4

．
答
え
：
朝
。

解
説
：
「
あ
し
た
」
は
『
朝
』
。
夜(

ゆ
ふ
べ)

と
対
に
な
る
語
で
、
現
代
語
の
「
明
日(

み
ら
い
の
日)

」
で
は
な
い
。
「
朝(

あ
し
た)

」
と
「
夕(

ゆ
ふ
べ)

」
の
対
。

Q
5

．
答
え
：
翌
朝
。

解
説
：
前
夜
の
出
来
事(

祭
り)

を
受
け
て
「
あ
し
た
」
は
『
翌
朝
』
の
意
に
な
る
。
『
明
日
』
で
は
な
い
点
に
注
意
。

Q
6

．
答
え
：
夕
方
（
日
暮
れ
）
。

解
説
：
「
ゆ
ふ
べ
」
は
『
夕
方
・
日
暮
れ
』
。
「
あ
し
た(

朝)

」
と
対
の
語
。
今
の
「
昨
夕
」
と
は
限
ら
な
い
。

Q
7

．
答
え
：
夜
（
一
晩
中
の
「
夜
」
）
。

解
説
：
「
よ
」
は
『
夜
』
。
「
夜
も
す
が
ら＝

一
晩
中
」
の
よ
う
に
使
う
。
次
の
「
世
」
と
区
別
す
る
こ
と
。

Q
8

．
答
え
：
世
の
中
・
世
間
。

解
説
：
「
よ(

世)

」
は
『
世
の
中
・
世
間
』
。
無
常
を
い
う
常
套
。
直
前
の
「
夜
」
の
よ
と
同
音
異
義
な
の
で
文
脈
で
判
別
す
る
。



Q
9

．
答
え
：
一
生
・
人
生
（
こ
の
世
）
。

解
説
：
「
よ(

世)

」
は
『
一
生
・
こ
の
世
・
人
生
』
の
意
で
も
使
う
。
「
人
の
世＝

人
の
一
生
」
。

Q
1
0

．
答
え
：
御
代
（
治
世
）
。

解
説
：
「
よ(

世)

」
は
『
治
世
・
御
代
』
の
意
。
「
帝
の
御
世＝

帝
の
治
世
」
。

Q
1
1

．
答
え
：
時
間
（
あ
い
だ
・
こ
ろ
）
。

解
説
：
「
ほ
ど
な
く
」
で
『
ま
も
な
く
・
時
を
お
か
ず
』
。
「
ほ
ど
」
は
時
間
・
あ
い
だ
を
表
す
。
多
義
語
の
一
面
。

Q
1
2

．
答
え
：
あ
い
だ
（
時
間
）
。

解
説
：
「
〜
が
ほ
ど
」
で
『
〜
の
あ
い
だ
』
。
こ
こ
は
『
二
、
三
日
の
あ
い
だ
』
。
時
間
の
意
。

Q
1
3

．
答
え
：
身
分
・
分
際
。

解
説
：
人
の
格
の
話
で
は
「
ほ
ど
」
は
『
身
分
・
分
際
』
。
「
そ
の
ほ
ど
に
あ
ら
ず＝

そ
の
身
分
に
釣
り
合
わ
な
い
」
。

Q
1
4

．
答
え
：
年
齢
・
年
ご
ろ
。

解
説
：
「
ほ
ど
」
は
『
年
齢
・
年
ご
ろ
』
も
表
す
。
「
お
と
な
び
た
る
ほ
ど＝
大
人
び
た
年
ご
ろ
」
。

Q
1
5

．
答
え
：
程
度
・
ぐ
あ
い
。

解
説
：
「
ほ
ど
」
は
『
程
度
・
ぐ
あ
い
』
。
「
悲
し
さ
の
ほ
ど＝

悲
し
さ
の
程
度
」
。
状
態
の
度
合
い
を
い
う
。

Q
1
6

．
答
え
：
〜
と
の
こ
と
・
〜
と
い
う
趣
旨
。

解
説
：
「
よ
し(

由)

」
は
伝
聞
・
報
告
で
『
〜
と
い
う
こ
と
・
〜
と
い
う
趣
旨
』
。
「
参
ら
ぬ
よ
し＝

参
上
し
な
い
と
の
こ
と
」
。

Q
1
7

．
答
え
：
由
緒
・
い
わ
れ
。

解
説
：
「
よ
し(

由)

」
は
『
由
緒
・
い
わ
れ
・
趣
』
。
「
よ
し
あ
る＝

由
緒
が
あ
る
・
趣
が
あ
る
」
。



Q
1
8

．
答
え
：
理
由
・
わ
け
。

解
説
：
「
よ
し(

由)

」
は
『
理
由
・
わ
け
』
。
「
言
ふ
よ
し＝

言
う
理
由
」
。
多
義
語
の
基
本
義
の
一
つ
。

Q
1
9

．
答
え
：
理
由
・
原
因
（
〜
な
の
で
）
。

解
説
：
「
ゆ
ゑ
に
」
は
『
〜
が
理
由
で
・
〜
な
の
で
』
。
「
ゆ
ゑ(

故)

」
は
理
由
・
原
因
を
表
す
。

Q
2
0

．
答
え
：
心
・
気
持
ち
。

解
説
：
「
こ
こ
ろ
」
の
基
本
義
は
『
心
・
気
持
ち
』
。
現
代
語
に
近
い
が
、
以
下
の
よ
う
に
意
味
が
広
い
。

Q
2
1

．
答
え
：
意
味
・
趣
旨
。

解
説
：
「
こ
こ
ろ
」
は
『
（
歌
・
文
の)

意
味
・
趣
旨
』
。
「
歌
の
こ
こ
ろ＝

歌
の
意
味
・
趣
旨
」
。
現
代
語
よ
り
広
い
。

Q
2
2

．
答
え
：
分
別
・
思
慮
（
情
趣
を
解
す
る
心
）
。

解
説
：
「
こ
こ
ろ
な
し
」
は
『
分
別
・
思
慮
が
な
い
／
情
趣
を
解
さ
な
い
』
。
こ
こ
は
『
分
別
・
情
趣
を
解
す
る
心
』
の
意
。

Q
2
3

．
答
え
：
（
〜
の
）
感
じ
・
け
は
い
（
こ
こ
で
は
「
身
近
な
感
じ
」
）
。

解
説
：
「
け(

気)

」
は
『
様
子
・
気
配
・
感
じ
』
。
「
け
近
し＝

親
し
み
や
す
い
・
身
近
な
感
じ
だ
」
。
他
語
と
結
び
つ
い
て
使
う
。

Q
2
4

．
答
え
：
気
配
・
様
子
・
感
じ
。

解
説
：
「
け(

気)

」
は
『
気
配
・
感
じ
』
。
「
恐
ろ
し
き
け＝

恐
ろ
し
い
気
配
」
。
「
〜
の
け＝
〜
の
感
じ
」
。

Q
2
5

．
答
え
：
機
嫌
（
き
げ
ん
）
。

解
説
：
「
け
し
き(

気
色)

」
は
『
機
嫌
・
意
向
』
。
「
け
し
き
あ
し＝

機
嫌
が
悪
い
」
。
自
然
の
「
景
色
」
で
は
な
い
点
が
最
重
要
。

Q
2
6

．
答
え
：
様
子
・
あ
り
さ
ま
（
き
ざ
し
）
。

解
説
：
「
け
し
き(

気
色)

」
は
『
様
子
・
あ
り
さ
ま
、
き
ざ
し
』
。
「
空
の
け
し
き＝

空
の
様
子
・(

荒
れ
る)

き
ざ
し
」
。
な
お
人
の
様
子
・
機
嫌
の
意
が
基
本
。



Q
2
7

．
答
え
：
様
子
・
意
向
（
顔
色
）
。

解
説
：
「
け
し
き(

気
色)

」
は
人
の
『
様
子
・
意
向
・
顔
色
』
。
「
け
し
き
を
う
か
が
ふ＝

意
向
・
顔
色
を
う
か
が
う
」
。

Q
2
8

．
答
え
：
様
子
・
状
態
。

解
説
：
「
あ
り
さ
ま
」
は
『
様
子
・
状
態
・
よ
う
す
』
。
「
在
り
様
」
。
人
や
物
事
の
あ
り
よ
う
を
い
う
。

Q
2
9

．
答
え
：
か
ね
て
か
ら
の
望
み
・
本
来
の
願
い
。

解
説
：
「
ほ
い(

本
意)

」
は
『
か
ね
て
か
ら
の
望
み
・
本
来
の
願
い
』
。
「
年
ご
ろ
の
ほ
い＝

長
年
の
願
い
」
。
発
音
は
「
ほ
い
」
。

Q
3
0

．
答
え
：
か
ね
て
の
本
意
・
本
来
の
望
み
。

解
説
：
「
ほ
い(

本
意)

」
は
『
か
ね
て
の
本
意
・
本
来
の
望
み
』
。
「
ほ
い
を
遂
ぐ＝

か
ね
て
の
望
み
を
か
な
え
る
」
。

Q
3
1

．
答
え
：
本
意
（→

ほ
い
な
し＝

不
本
意
だ
・
残
念
だ
）
。

解
説
：
「
ほ
い
な
し
」
は
『
不
本
意
だ
・
残
念
だ
』
。
名
詞
「
ほ
い(

本
意)

」
に
打
消
の
「
な
し
」
が
つ
い
た
形
。

Q
3
2

．
答
え
：
機
会
・
お
り
。

解
説
：
「
つ
い
で(

序)

」
は
『
機
会
・
お
り
』
。
「
言
ふ
つ
い
で
に＝

話
の
つ
い
で
に(

機
会
に)

」
。
現
代
の
軽
い
「
つ
い
で
に
」
と
は
や
や
別
で
、
順
序
・
機
会
の
意
。

Q
3
3

．
答
え
：
順
序
・
次
第
。

解
説
：
「
つ
い
で(

序)

」
は
『
順
序
・
次
第
』
。
「
こ
と
の
つ
い
で＝

物
事
の
順
序
」
。

Q
3
4

．
答
え
：
時
・
場
合
。

解
説
：
「
を
り(

折)

」
は
『
時
・
場
合
・
季
節
・
機
会
』
。
「
雪
の
降
る
を
り＝

雪
の
降
る
と
き
」
。

Q
3
5

．
答
え
：
機
会
・
お
り
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）
。

解
説
：
「
を
り(

折)

」
は
『
よ
い
機
会
・
タ
イ
ミ
ン
グ
』
。
「
よ
き
を
り＝

ち
ょ
う
ど
よ
い
機
会
」
。



Q
3
6

．
答
え
：
先
例
・
前
例
。

解
説
：
「
た
め
し(

例)

」
は
『
先
例
・
前
例
・
例
』
。
「
昔
の
た
め
し＝

昔
の
先
例
」
。
現
代
語
「
試
し
」
で
は
な
い
。

Q
3
7

．
答
え
：
手
紙
。

解
説
：
「
せ
う
そ
こ(
消
息)

」
は
『
手
紙
・
た
よ
り
』
。
「
せ
う
そ
こ
を
遣
は
す＝

手
紙
を
送
る
」
。
安
否
・
連
絡
の
意
。

Q
3
8

．
答
え
：
案
内
を
請
う
こ
と
・
取
次
ぎ
を
頼
む
こ
と
（
訪
問
の
案
内
）
。

解
説
：
「
せ
う
そ
こ
す
」
は
『
訪
れ
て
案
内
を
請
う
・
取
次
ぎ
を
頼
む
』
。
来
訪
を
告
げ
る
動
作
。
手
紙
だ
け
で
な
く
訪
問
の
意
も
あ
る
。

Q
3
9

．
答
え
：
手
紙
。

解
説
：
「
ふ
み(

文)

」
は
『
手
紙
』
。
「
ふ
み
来
た
り＝

手
紙
が
来
た
」
。
恋
文
・
た
よ
り
の
意
。

Q
4
0

．
答
え
：
学
問
（
漢
学
・
書
物
）
。

解
説
：
「
ふ
み(

文)

」
は
『
学
問
・
漢
学
・
書
物
』
も
表
す
。
「
ふ
み
の
道＝

学
問
の
道
」
。
手
紙
の
意
と
区
別
す
る
。

Q
4
1

．
答
え
：
話
・
世
間
話
（
語
り
合
う
こ
と
）
。

解
説
：
「
も
の
が
た
り
」
は
『
話
・
世
間
話
、
語
り
合
う
こ
と
』
。
「
も
の
が
た
り
す＝

話
を
す
る
・
語
り
合
う
」
。
作
品
名
だ
け
の
語
で
は
な
い
。

Q
4
2

．
答
え
：
物
語
（
作
品
）
。

解
説
：
「
も
の
が
た
り
」
は
『
物
語(

作
品)

』
も
表
す
。
文
脈
で
「
世
間
話
」
か
「
作
品
」
か
を
判
断
す
る
。

Q
4
3

．
答
え
：
現
実
。

解
説
：
「
う
つ
つ(

現)

」
は
『
現
実
』
。
「
夢
か
う
つ
つ
か＝

夢
か
現
実
か
」
。
「
ゆ
め
」
と
対
で
覚
え
る
。

Q
4
4

．
答
え
：
正
気
（→

う
つ
つ
な
し＝

正
気
で
な
い
・
ぼ
ん
や
り
す
る
）
。

解
説
：
「
う
つ
つ
な
し
」
は
『
正
気
で
な
い
・
ぼ
う
っ
と
す
る
』
。
「
う
つ
つ(

現)

」
は
『
正
気
・
意
識
』
の
意
も
持
つ
。



Q
4
5

．
答
え
：
夢
（
睡
眠
中
に
見
る
も
の
）
。

解
説
：
名
詞
「
ゆ
め(

夢)

」
は
『
睡
眠
中
に
見
る
夢
・
は
か
な
い
も
の
』
。
「
う
つ
つ(

現
実)

」
と
対
。
な
お
副
詞
「
ゆ
め
〜
な＝

決
し
て
〜
な
」
は
別
語
。

Q
4
6

．
答
え
：
準
備
・
用
意
。

解
説
：
「
ま
う
け(
設
け)
」
は
『
準
備
・
用
意
』
。
「
ま
う
け
す＝

準
備
す
る
」
。
「
客
人
の
ま
う
け＝

客
の
も
て
な
し
の
準
備
」
。

Q
4
7

．
答
え
：
自
分
・
わ
が
身
。

解
説
：
「
み(

身)

」
は
『
自
分
・
わ
が
身
』
。
「
わ
が
み＝

自
分
自
身
」
。
身
体
だ
け
で
な
く
「
自
分
」
を
指
す
。

Q
4
8

．
答
え
：
身
分
・
分
際
。

解
説
：
「
み
の
ほ
ど
」
は
『
身
分
・
分
際
』
。
「
み(
身)

」
は
『
身
分
』
の
意
も
持
つ
。
「
み
の
ほ
ど
を
知
る＝

身
分
を
わ
き
ま
え
る
」
。

Q
4
9

．
答
え
：
容
貌
・
顔
だ
ち
。

解
説
：
「
か
た
ち
」
は
古
文
で
は
多
く
『
容
貌
・
顔
だ
ち
・
姿
』
。
「
か
た
ち
う
る
は
し＝

顔
だ
ち
が
整
っ
て
い
る
」
。
単
な
る
「
形
」
で
は
な
い
。

Q
5
0

．
答
え
：
形
・
姿
。

解
説
：
「
か
た
ち
」
は
『
形
・
姿
』
の
意
も
。
「
月
の
か
た
ち＝

月
の
形
」
。
人
な
ら
多
く
「
容
貌
」
に
な
る
点
と
対
比
。

Q
5
1

．
答
え
：
心
づ
か
い
・
気
だ
て
（
性
質
）
。

解
説
：
「
こ
こ
ろ
ば
へ
」
は
『
心
づ
か
い
・
気
だ
て
・
性
質
』
。
「
こ
こ
ろ
ば
へ
や
さ
し＝

気
だ
て
が
優
し
い
」
。

Q
5
2

．
答
え
：
趣
・
お
も
む
き
（
風
情
）
。

解
説
：
「
こ
こ
ろ
ば
へ
」
は
物
に
つ
い
て
は
『
趣
・
お
も
む
き
・
風
情
』
。
「
木
立
の
こ
こ
ろ
ば
へ＝

木
立
の
趣
」
。

Q
5
3

．
答
え
：
心
づ
か
い
・
配
慮
（
注
意
）
。

解
説
：
「
よ
う
い(

用
意)

」
は
古
文
で
は
多
く
『
心
づ
か
い
・
配
慮
・
注
意
』
。
「
よ
う
い
深
し＝

配
慮
が
ゆ
き
と
ど
く
」
。
現
代
語
「
準
備
」
よ
り
広
い
。



Q
5
4

．
答
え
：
事
柄
・
出
来
事
（
事
）
。

解
説
：
「
こ
と(

事)

」
は
『
事
柄
・
出
来
事
』
。
同
音
の
「
こ
と(

言＝

こ
と
ば)

」
「
こ
と(

琴)

」
と
文
脈
で
区
別
す
る
。

Q
5
5

．
答
え
：
言
葉
（
言
の
葉
）
。

解
説
：
「
こ
と
の
は(
言
の
葉)

」
で
『
言
葉
』
。
「
こ
と(

言)

」
は
『
言
葉
』
を
表
し
、
「
事
」
と
同
音
。
「
こ
と
の
葉＝

言
葉
」
。

Q
5
6

．
答
え
：
思
い
や
り
・
情
趣
を
解
す
る
心
。

解
説
：
「
な
さ
け(

情)

」
は
『
思
い
や
り
・
人
情
、
情
趣
を
解
す
る
心
』
。
「
な
さ
け
あ
り＝

思
い
や
り
が
あ
る
・
風
流
を
解
す
る
」
。

Q
5
7

．
答
え
：
情
け
・
風
情
（→

な
さ
け
な
し＝

思
い
や
り
・
風
情
が
な
い
）
。

解
説
：
「
な
さ
け
な
し
」
は
『
思
い
や
り
が
な
い
・
無
風
流
だ
』
。
「
な
さ
け(

情)

」
の
打
消
。

Q
5
8

．
答
え
：
し
み
じ
み
と
し
た
情
趣
・
感
動
。

解
説
：
名
詞
「
あ
は
れ
」
は
『
し
み
じ
み
と
し
た
情
趣
・
感
動
』
。
「
あ
は
れ
を
知
る＝

情
趣
を
解
す
る
」
。
明
る
い
「
を
か
し
」
と
対
比
さ
れ
る
美
的
理
念
。

Q
5
9

．
答
え
：
最
期
・
臨
終
。

解
説
：
「
か
ぎ
り(

限
り)

」
は
『
最
期
・
臨
終
』
の
意
が
あ
る
。
「
命
の
か
ぎ
り＝

命
の
最
期
」
。
「
〜
の
か
ぎ
り
」
で
限
界
・
最
後
を
い
う
。

Q
6
0

．
答
え
：
全
部
・
あ
り
っ
た
け
。

解
説
：
「
あ
る
か
ぎ
り
」
は
『
全
部
・
あ
り
っ
た
け
・
す
べ
て
』
。
「
か
ぎ
り(

限
り)

」
は
『
全
部
・
〜
だ
け
』
の
意
も
持
つ
。

Q
6
1

．
答
え
：
束
縛
と
な
る
も
の
・
足
手
ま
と
い
。

解
説
：
「
ほ
だ
し(

絆)

」
は
『
束
縛
と
な
る
も
の
・
足
手
ま
と
い
』
。
出
家
な
ど
の
妨
げ
に
な
る
肉
親
・
愛
情
を
い
う
。
「
子
の
ほ
だ
し＝

子
と
い
う
束
縛
」
。

Q
6
2

．
答
え
：
色
好
み
・
風
流
（
好
色
・
風
雅
）
。

解
説
：
「
す
き(

好
き
・
数
寄)

」
は
『
色
好
み
、
ま
た
風
流
・
風
雅
の
道
』
。
「
す
き
の
道＝

恋
愛
・
風
流
の
道
」
。



Q
6
3

．
答
え
：
返
事
・
応
答
。

解
説
：
「
い
ら
へ(

答
へ)

」
は
『
返
事
・
応
答
』
。
「
い
ら
へ
す＝

返
事
を
す
る
」
。
「
問
ふ
」
に
対
す
る
「
答
へ
」
。

Q
6
4

．
答
え
：
実
家
・
里
（
宮
仕
え
を
離
れ
た
私
邸
）
。

解
説
：
「
さ
と(

里)
」
は
宮
仕
え
の
人
に
と
っ
て
『
実
家
・
私
邸
』
。
「
さ
と
に
下
る＝

宮
中
か
ら
実
家
へ
退
出
す
る
」
。
田
舎
・
在
所
の
意
も
。

Q
6
5

．
答
え
：
宮
仕
え
（
朝
廷
・
貴
人
に
仕
え
る
こ
と
）
。

解
説
：
「
み
や
づ
か
へ(

宮
仕
へ)
」
は
『
朝
廷
や
貴
人
に
仕
え
る
こ
と
』
。
女
房
・
官
人
と
し
て
の
勤
め
。

Q
6
6

．
答
え
：
宮
中
・
内
裏
（
御
所
）
。

解
説
：
「
う
ち(

内)

」
は
『
宮
中
・
内
裏
』
を
指
す
こ
と
が
あ
る
。
「
う
ち
に
さ
ぶ
ら
ふ＝

宮
中
に
お
仕
え
す
る
」
。
文
脈
で
「
内
側
」
と
区
別
。

Q
6
7

．
答
え
：
音
・
鳴
き
声
。

解
説
：
「
ね(

音)

」
は
『
音
・
鳴
き
声
』
。
「
虫
の
ね＝

虫
の
音(
鳴
き
声)

」
。
「
ね
を
泣
く＝

声
を
あ
げ
て
泣
く
」
。

Q
6
8

．
答
え
：
声
（→

ね
を
泣
く＝

声
を
あ
げ
て
泣
く
）
。

解
説
：
「
ね
を
泣
く
」
は
『
声
を
あ
げ
て
泣
く
』
。
「
ね(

音)

」
は
『
泣
き
声
・
声
』
の
意
。

Q
6
9

．
答
え
：
端
（
は
し
）
。

解
説
：
「
つ
ま(

端)

」
は
『
は
し
・
へ
り
』
。
「
簾
の
つ
ま＝

簾
の
は
し
」
。
同
音
の
「
つ
ま(
妻
・
夫)

」
と
区
別
す
る
。

Q
7
0

．
答
え
：
配
偶
者
（
妻
、
ま
た
夫
）
。

解
説
：
「
つ
ま(

妻
・
夫)

」
は
『
配
偶
者
』
。
古
く
は
男
女
ど
ち
ら
に
も
用
い
、
女
か
ら
男
を
「
つ
ま
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

Q
7
1

．
答
え
：
月
末
（
み
そ
か
）
。

解
説
：
「
つ
ご
も
り
」
は
『
月
の
末
・
み
そ
か
』
。
月
が
「
籠(

こ
も)

る
」
か
ら
。
月
が
見
え
な
い
の
は
こ
の
た
め
。
「
つ
い
た
ち(

朔)

」
と
対
。



Q
7
2

．
答
え
：
月
の
初
め
（
一
日
）
。

解
説
：
「
つ
い
た
ち(

朔)

」
は
『
月
の
初
め
・
一
日
』
。
「
月
立
ち
」
の
意
。
「
つ
ご
も
り(

月
末)

」
と
対
で
覚
え
る
。

Q
7
3

．
答
え
：
長
年
・
数
年
来
。

解
説
：
「
と
し
ご
ろ(
年
ご
ろ)

」
は
『
長
年
・
数
年
来
・
数
年
間
』
。
現
代
語
の
「
年
頃(

適
齢
期)

」
で
は
な
い
。

Q
7
4

．
答
え
：
日
ご
ろ
・
ふ
だ
ん
（
こ
こ
数
日
来
）
。

解
説
：
「
ひ
ご
ろ(

日
ご
ろ)

」
は
『
ふ
だ
ん
・
日
ご
ろ
、
ま
た
数
日
来
』
。
「
ひ
ご
ろ
の
願
ひ＝

ふ
だ
ん
の
願
い
」
。

Q
7
5

．
答
え
：
す
き
ま
・
絶
え
間
。

解
説
：
「
ひ
ま(

隙)

」
は
『
す
き
ま
・
絶
え
間
』
。
「
雲
の
ひ
ま＝

雲
の
切
れ
間
」
。
現
代
語
の
「
暇(

自
由
時
間)

」
と
ず
れ
る
。

Q
7
6

．
答
え
：
よ
り
ど
こ
ろ
・
つ
て
（
よ
い
機
会
・
縁
故
）
。

解
説
：
「
た
よ
り(

便
り)

」
は
『
よ
り
ど
こ
ろ
・
つ
て
・
よ
い
機
会
、
縁
故
』
。
「
よ
き
た
よ
り＝

よ
い
機
会
・
つ
て
」
。
現
代
の
「
便
り(

手
紙)

」
よ
り
広
い
。

Q
7
7

．
答
え
：
つ
い
で
・
き
っ
か
け
（
伝
手
）
。

解
説
：
「
風
の
た
よ
り
」
は
『
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
・
人
づ
て
』
。
「
た
よ
り(
便
り)

」
は
『
き
っ
か
け
・
つ
て
』
の
意
。

Q
7
8

．
答
え
：
顔
。

解
説
：
「
お
も
て(

面)

」
は
『
顔
・
顔
面
』
。
「
お
も
て
を
赤
ら
む＝

顔
を
赤
ら
め
る
」
。
「
面
目
」
の
意
で
も
使
う
。

Q
7
9

．
答
え
：
恨
め
し
く
思
う
気
持
ち
（
う
ら
み
）
。

解
説
：
「
う
ら
み(

恨
み)

」
は
『
恨
め
し
く
思
う
気
持
ち
』
。
「
う
ら
む
」
の
名
詞
形
。
つ
れ
な
い
相
手
へ
の
恨
み
を
い
う
。

Q
8
0

．
答
え
：
目
を
覚
ま
す
こ
と
・
は
っ
と
気
づ
く
こ
と
。

解
説
：
「
お
ど
ろ
き
」
は
『
目
が
覚
め
る
こ
と
・
は
っ
と
気
づ
く
こ
と
』
。
「
お
ど
ろ
く＝

目
を
覚
ま
す
・
は
っ
と
気
づ
く
」
の
名
詞
形
。
現
代
語
の
「
び
っ
く
り
」
だ
け
で
は
な
い
。



Q
8
1

．
答
え
：
管
絃
・
詩
歌
な
ど
の
遊
宴
（
音
楽
の
催
し
）
。

解
説
：
「
あ
そ
び(

遊
び)

」
は
古
文
で
は
多
く
『
管
絃
・
詩
歌
の
遊
宴
、
音
楽
の
催
し
』
。
「
あ
そ
び
す＝

音
楽
な
ど
を
楽
し
む
」
。
子
ど
も
の
遊
戯
と
は
限
ら
な
い
。

Q
8
2

．
答
え
：
形
見
・
思
い
出
の
よ
す
が
。

解
説
：
「
か
た
み(
形
見)
」
は
『
形
見
・
思
い
出
の
よ
す
が
』
。
亡
き
人
や
別
れ
た
人
を
し
の
ぶ
よ
す
が
と
な
る
物
。

Q
8
3

．
答
え
：
年
齢
・
年
。

解
説
：
「
よ
は
ひ(

齢)

」
は
『
年
齢
・
年
』
。
「
よ
は
ひ
か
た
ぶ
く＝

年
老
い
る
」
。

Q
8
4

．
答
え
：
行
き
先
・
行
く
末
。

解
説
：
「
ゆ
く
へ(

行
方)

」
は
『
行
き
先
・
行
く
末
・
将
来
』
。
「
ゆ
く
へ
も
知
ら
ず＝

行
き
先
も
わ
か
ら
ず
」
。

Q
8
5

．
答
え
：
別
れ
の
つ
ら
さ
・
余
韻
（
名
残
）
。

解
説
：
「
な
ご
り(

名
残)

」
は
『
別
れ
の
つ
ら
さ
・
余
情
・
余
韻
』
。
「
な
ご
り
惜
し＝

別
れ
が
つ
ら
い
」
。

Q
8
6

．
答
え
：
予
定
・
あ
ら
か
じ
め
の
心
づ
も
り
。

解
説
：
「
あ
ら
ま
し
」
は
『
予
定
・
あ
ら
か
じ
め
の
計
画
・
心
づ
も
り
』
。
現
代
語
の
「
あ
ら
ま
し(

概
要)

」
と
ず
れ
、
『
将
来
へ
の
予
定
・
期
待
』
を
い
う
。

Q
8
7

．
答
え
：
効
き
め
・
効
験
。

解
説
：
「
し
る
し(

験)

」
は
『
効
き
め
・
効
験
・
ご
利
益
』
。
「
し
る
し
あ
り＝

効
き
め
が
あ
る
」
。
祈
祷
・
薬
の
効
果
を
い
う
。

Q
8
8

．
答
え
：
前
兆
・
き
ざ
し
（
徴
）
。

解
説
：
「
し
る
し(

徴)

」
は
『
前
兆
・
き
ざ
し
』
。
「
吉
事
の
し
る
し＝

よ
い
こ
と
の
前
兆
」
。
「
験(

効
き
め)
」
と
書
き
分
け
る
こ
と
も
あ
る
。

Q
8
9

．
答
え
：
明
け
暮
れ
・
毎
日
（
朝
な
夕
な
）
。

解
説
：
「
あ
け
く
れ(

明
け
暮
れ)

」
は
『
朝
夕
・
毎
日
・
い
つ
も
』
。
「
あ
け
く
れ
文
を
読
む＝

毎
日
書
物
を
読
む
」
。



Q
9
0

．
答
え
：
昔
・
過
去
。

解
説
：
「
い
に
し
へ(

古)

」
は
『
昔
・
過
去
・
大
昔
』
。
「
い
に
し
へ
の＝

昔
の
」
。
「
今
」
と
対
の
語
。

Q
9
1

．
答
え
：
将
来
・
行
く
末
。

解
説
：
「
ゆ
く
す
ゑ(
行
く
末)

」
は
『
将
来
・
行
く
末
』
。
「
い
に
し
へ
・
む
か
し(

過
去)

」
と
対
。
「
子
の
ゆ
く
す
ゑ＝

子
の
将
来
」
。

Q
9
2

．
答
え
：
こ
ろ
・
時
分
（
時
間
）
。

解
説
：
「
ほ
ど
」
は
『
こ
ろ
・
時
分
』
。
「
入
相
の
ほ
ど＝

日
暮
れ
の
時
分
」
。
時
間
を
表
す
多
義
語
の
用
法
。

Q
9
3

．
答
え
：
身
分
・
分
際
。

解
説
：
「
ほ
ど
」
は
『
身
分
・
分
際
』
。
「
身
の
ほ
ど＝

身
分
・
分
際
」
。
人
の
格
を
い
う
用
法
。

Q
9
4

．
答
え
：
〜
と
の
こ
と
・
〜
と
い
う
事
情
（
趣
旨
）
。

解
説
：
「
よ
し(

由)

」
は
『
〜
と
い
う
こ
と
・
事
情
』
。
「
旅
立
ち
の
よ
し＝

旅
立
ち
す
る
と
い
う
こ
と
・
事
情
」
。
報
告
・
伝
達
の
用
法
。

Q
9
5

．
答
え
：
手
段
・
方
法
。

解
説
：
「
よ
し
な
し
」
系
で
「
よ
し
」
は
『
手
段
・
方
法
』
。
「
訪
ふ
よ
し
も
な
し＝

訪
ね
る
手
立
て
も
な
い
」
。

Q
9
6

．
答
え
：
内
・
内
側
（
う
ち＝

胸
の
内
）
。

解
説
：
「
う
ち(

内)

」
は
『
内
側
・
胸
の
内
』
。
「
こ
こ
ろ
の
う
ち＝

心
の
中
」
。
先
の
『
宮
中
』
の
意
と
は
別
で
、
文
脈
で
判
別
す
る
。

Q
9
7

．
答
え
：
意
味
・
趣
旨
。

解
説
：
「
こ
こ
ろ
」
は
『
意
味
・
趣
旨
・
主
旨
』
。
「
絵
の
こ
こ
ろ＝

絵
の
意
味
・
主
旨
」
。
歌
・
文
・
絵
の
「
こ
こ
ろ
」
は
趣
旨
を
い
う
。

Q
9
8

．
答
え
：
様
子
・
態
度
（
あ
り
さ
ま
）
。

解
説
：
「
け
し
き(

気
色)

」
は
『
様
子
・
態
度
・
あ
り
さ
ま
』
。
「
も
て
な
し
の
け
し
き＝

も
て
な
し
の
様
子
」
。
や
は
り
自
然
の
景
色
の
意
で
は
な
い
。



Q
9
9

．
答
え
：
時
・
場
合
（
季
節
）
。

解
説
：
「
を
り(

折)

」
は
『
時
・
場
合
・
季
節
』
。
「
を
り
ふ
し＝

そ
の
時
々
・
季
節
」
、
「
を
り
に
か
な
ふ＝

時
宜
に
か
な
う
」
。

Q
1
0
0

．
答
え
：
〜
だ
け
・
限
度
（
あ
る
間
ず
っ
と
）
。

解
説
：
「
か
ぎ
り(
限
り)
」
は
『
〜
の
限
度
・
〜
だ
け
・
〜
の
間
ず
っ
と
』
。
「
命
あ
る
か
ぎ
り＝

命
の
あ
る
間
ず
っ
と
」
。

📚 

あ
わ
せ
て
読
み
た
い

古
文
の
重
要
名
詞
を
や
さ
し
く
解
説
（
つ
と
め
て
・
ほ
ど
・
よ
し 

な
ど
）

誰
で
も
古
典
塾
　k

o
te
n
n
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n
se
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o
m


